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(1) 

晴男軍議会だ型J

北
部
地
績
の
将
来
を
ど
，
位
置
一
争
入
札
方
式
の
拡
大
に
つ
き
検
一
つ
い
て
の
考
え
を
何
し
た
い
。
一
回
で
は
、
児
童
減
少
市
町
村

づ
け
る
か
と
い
う
立
場
か
ら
地
一討
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
見
解
一

答

四
十
入
学
級
は
、
昭
和
一
は
昭
和
五
十
五
年
度
か
ら
、
全

元
の
代
表
者
じ
も
策
定
委
員
に
一
を
建
設
省
に
示
し
た
と
聞
い
て
一
五
十
四
年
度
小
学
一
学
年
に
実
一
の
他
の
市
町
村
は
昭
和
五
十
八

参
加
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
一
い
る
。
ま
た
、岡
崎
市
が
制
限
つ
一
施
さ
れ
、
昭
和
五
十
五
年
か
ら
一
年
度
か
ら
を
目
途
と
し
た
。

計
画
の
骨
子
は
や
は
り
林
業
と
一
き
一
般
箆
争
入
札
制
度
を
実
施
一
一
部
市
町
村
に
お
い
て
二
学
年
一
し
か
し
、
行
革
、
臨
調
の
影

観
光
娠
興
が
中
心
で
特
に
観
光
一
し
た
事
も
聞
い
て
い
る
の
で
、
一
主
で
広
大
さ
れ
た
。
一
響
で
こ
の
計
画
は
減
速
さ
れ
る

面
に
つ
い
て
は
独
自
の
観
光
基
一
今
後
、
国
の
動
向
な
ど
見
守
り
一
本
市
町
場
合
は
一
学
年
内
λ
一
と
間
L
て
い
る
の
で
、
今
後
円

本
計
画
の
策
定
を
進
め
て
お
り
一
な
が
ら
研
究
を
し
て
い
く
考
え
一
が
対
象
と
な
っ
て
レ
る
。
一
勤
行
を
A
て
対
応
寸
る
。

こ
の
二
つ
の
計
画
の
整
合
を
図
一で

あ

る

。

一

い
与
え
で
あ
る
。

一

一

地

震

対

策

は

万

全

か

従
っ
て
計
画
中
に
は
黒
平
は
一
教

育

委

員

の

一

も
ち
ろ
ん
、
て
れ
ぞ
れ
の
地
区
一
準

公

選

制

一

後

屋

公

営

住

宅

|
ー

の
位
置
づ
け
と
そ
れ
に
合
っ
た
一

ど

う

思

う

か

一

間

後
屋
公
営
住
宅
の
建
設
↑
は
技
術
管
制
は
室
と
も
連
絡
を
と

振
興
策
が
出
さ
れ
て
ま
い
る
の

一

一
に
際
し
、
基
礎
工
事
の
設
計
は
一り
県
の
指
導
を
得
な
が
ら
対
処

で
、
そ
の

H
向
に
そ
っ
た
腕
策
一

間

教
育
委
員
の
準
公
選
制
一
地
震
対
策
上
万
全
で
あ
る
か
何
一し
た
。

を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
幸
三
に
つ
い
て
の
是
非
と
、
本
市
に
一
い
た
い
。

一

な
お
、
建
設
地
区
は
神
積
層

て
い
る
o

一導
入
寸
る
考
え
は
な
L
かげ川
い
一

菩

公
堂
住
宅
の
建
設
に
あ
一の
厚
い
地
法
に
属
L
、
期
木
造

一た
L
。

一

た

っ

て

は

、

新

建

築

基

準

法

に

一被
害
子
想
で
は
弱
裕
富
民
肢
と

入

札

制

度
の
↑
答
教
育
委
員
の
準
公
選
制
一
の
っ
と
っ
た
県
の
標
準
設
計
王
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
今
後
と

図
っ
て
し
く
。
し
た
が
っ
て
子
一
の
都
市
計
画
面
で
立
体
化
、
平
一
め
る
た
め
、

て
の
実
態
、
前
兆
一

命

ヘ

斗

川

を

一
に
つ
い
て
中
野
区
の
例
が
あ
る
一
基
づ
き
耐
震
性
も
考
慮
し
設
計
一
も
こ
指
摘
円
点
、
十
分
配
慮
し

算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
財
政
一
面
交
差
な
ど
比
較
検
討
を
行
三
容
広
報
、
会
議
を
通
じ
周
知
に
一

1

i

一
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。
一
し
て
い
る
。

↑て
L
，、。

の
健
全
性
の
確
保
と
い

3
観
点
一
て
お
り
、
近
く
方
針
が
出
さ
れ
一努

め

て

い

き

た

い

。

一

間

入
札
に
伴
う
談
合
が
問
一

是
非
に
つ

L
て
は
、
地
方
教
一

後
屋
公
営
住
宅
の
設
計
変
更

に
た
ち
、
財
政
運
営
を
閣
っ
て
一
る
運
び
で
あ
る
の
で
、
地
元
の

一

ご
指
摘
の
職
員
の
居
住
地
で
一
題
に
な
っ
て
レ
る
。
こ
の
弊
害
一宵
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
一

l
l
i
l
i
-
-

1
i
l
l

-
く
。

一
意
向
を
十
分
反
映
さ
せ
県
都
の

一の
宵
成
活
動
に
参
加
す
る
意
見
一
を
排
除
す
る
た
め
制
限
付
競
争
一
す
る
法
律
第
四
条
に
よ
る
市
長
一

予

算

編

成

の

基

本

姿

勢

一
玄
関
三
さ
じ
い
広
場
と
£
一
面
感
で
あ
る
。
一
入
札
の
導
入
に
つ
い
て
伺
い
た

τ任
命
権
を
侵
犯
す
る
こ
と
と
一

昭

和

五

十

六

年

十

二

月

'

駅

前

広

場

の

整

一

3
U
L
Uい
と
考
え
て
山

一1
現
在
、
青
少
年
の
育
成
面
で
一
ぃ
。

一な
り
法
律
上
問
題
が
あ
り
、
三

定

例

会

質

問

要

旨

主

要

事

業

を

推

進

備

計

画

を

一下

せ

一る。

一定
躍
し
て
い
る
職
員
も
多
レ
が
一

答

本
市
の
入
札
は
、
厳
ヨ
た
、
教
青
山
の
政
治
的
中
立
性
を
一

つ

|

I

l

l

i
-

-

-

-

-

l

i

l

i

-

-

一

一

一

、

一今
後
も
多
く
の
織
員
が
背
少
年
一
公
正
に
執
行
い
た
し
て
L
る
一
確
保
す
る
こ
と
を
考
ズ
る
と
土

石

言
者
氏
名
一

会

派

一

発

一一

日

町

要

宵

聞

記

手

七

年

度

子

算

一治
体
に
と
J

て
は
財
政
的
に
厳

J

E
E
rに
?

一

青

少

年

の

一
の
た
め
の
活
動
に
診
加
し
て
ま
一
た
だ
、
入
札
方
法
に
つ
い
て

τす
る
に
は
疑
義
が
あ
る
と
思
一

寸

|

|

寸

ゴ

制

関

割

引

U
刑
判

編
成
に
対
す
る
基
本
的
な
考
え
一
し
し
も
の
が
あ
る
。
市
財
政
も
一駅
前
広
場
の
整
備
に
対
す
る
基
一

ド

T
じ

方

止

一
い
る
よ
う
指
川
押
し
た
い
。
一
は
先
般
行
政
管
理
庁
が
、
・

5
7。
こ
の
た
め
現
状
に
お
じ
よ

一

一

一

十
七
年
度
予
算
編
成
に
つ
い

/

計

れ

れ

財

政

の

合

震

化

可

め

て

厳

し

し

と

;

れ

一河

川

考

古

に

つ

レ

て

よ

制

約

町

山

て

一
北

部

振

興

計

画

一
監
察
報
告
の
な
か
で
、

一

喜

一は
押
入
す
る
考
え
は
な
ぃ
。
一

寸

田
正
八
郎
一
市
民
ク
ラ
フ
一
一
切
行
防
止
対
策
強
化
に
ご

町
村
れ
す
れ
い
丘
四
れ
紅
白
日
一h
b訂
作
品
一
臓
刊
の
阿
佐
訪
日
日
一
の
内

容
は

一
地
域
開
発
に
十
分
な
対
応
を

一丁
!

日
!
!
千
両
離
帯
寸

増
税
な
き
財
政
再
建
を
主
眼
と
一に
大
型
事
業
で
あ
る
皇
、
兵
一

一

一

一

l
国

体

主

会

場

l

ニ
早

川

光

図

三

明

骨

二

塁

地

区

区

画

整

理

と

交

通

し
て
徹
底
し
た
歳
出
削
減
を
実
一近
代
化

3
主
要
事
業

;ξ
一車
場
の
配
置
な
ど
全
面
的
に
見
一
い
て
伺
い
た
い
。

一

間

林

道

の

語
、
観
光
開
一

一

主

、

一「

「

一

問
題
に
つ
い
て

一

i

一直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
現
有
国
一

答

非
行
化
の
阻
止
に
っ
と
発
な
ど
北
部
山
民
地
域
振
興
計
一

間

国
体
主
会
場
の
周
辺
整
一
つ
い
て
』
川
町
市
で
検
況
を
一

「

一

二

行

政

改

革

と

市

政

の

運

営

に

砲
し
よ
ー
と
し
て
お
り
地
万
白
一心
る
努
力
を
傾
注
し
て
推
進
を
一積
の
な
か
で
の
効
率
的
か
つ
機
一
て
は
地
域
住
民
の
怠
加
に
よ
る
一
画
に
つ
、
て
伺
い
こ
、
。

一備
と
地
桟
開
発
に
つ
い
て
何
い
一
進
め
て
き
た
が
、
先
般
そ
の
計
一

一

一

一

つ
い
て

一

一

一

一

一

一
小

沢

政

春

一

政

友

会

一
一
中
、
い
街
再
開
発
と
庁
舎
建
設

一能
的
な
広
場
造
成
が
不
可
能
で

一防
止
活
動
が
不
可
欠
で
あ
る
の
一

答

北
部
山
岳
地
域
振
興
計
一た
い
。

一園
祭
が
ま
と
ま
り
昨
年
十
月
下
一

一

一

一

に

つ

い

て

一2

12月定例会

新
田
小
学
校
四
月
開
校
決
ま
る

十
二
月
定
例
会
は
、
十
二
月
十
四
日
に
招
集
さ
れ
、
会
期
を
九
日
間
と
決
め
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
甲
府
市
立

学
校
設
置
条
例
等
十

一
件
、
一
般
会

A
を
は
じ
め
と
す
る
補

E
予
算
七
件
、

公
営
住
宅
建
設
の
工
事
消
負
契
約
二

件
、
そ
の
他
五
件
の
二
十
五
件
は
い
す
れ
も
原
案
の
と
お
り
異
議
な
く
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
九
月
議
会
か
ら
縦

続
審
査
の
昭
和
五
十
五
年
度
各
会
計
決
算
二
件
は
、
一
般
会
計
及
び
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
に
つ
い

て
は
、
時
以
成
多
数
で
、
他
の
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
全
員
異
議
な
く
認
定
し
、
長
終
日
に
は
議
員
摂
案
の
行
'
見
書

二
件
、
決
議
一
件
の
提
出
を
決
め
、
十
二
月
二
十
二
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
の
内
容

四

十

入

学

級

の

推

進

を

図

れ

間

四
十
入
学
級
の
推
進
に



(2) 

」
1

二
月
十
八
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
各
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件
に
つ

い
て
、
二
十
一
日
に
委
員
会
を
開
会
、
審
査
し
た
経
過
と
結
果
の
主
な
も
の
に

つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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一縮
小
し
、
ま
た
、
キ
i
テ
ナ
ン
一
め
の
細
か
い
配
慮
を
す
る

こ

地

方

行

財

政

の

一

部

都

道

府

県

へ

の

屑

が

ょ

せ

を

自

治

体

に

お

し

つ

え

ま

す

。

健

臨

型

車

と

体

力

向

上

を

は

m
了
的
な
も
の
は
入
れ
な
い
こ
と
一
と

一

一

層

の

悠

充

を

わ
り
は
さ
せ
な
い

こ
と
。
け
る
道
州
制
導
入
等
、
地
よ
っ
て
甲
府
市
議
会
は
政
か
り
、
明
朗
で
空
+
定
住
民
止
を
前
提
に
国
鉄
と
交
渉
し
て
き
一

O
費
量
な
文
化
財
で
あ
る

求

め

る

意

見

書

一
地
方
交
付
税

・
補
助
金
方
自
治
権
を
侵
害
す
る
よ
府
に
対
し
、
老
人
医
療
費
有
育
成
に
寄
与
す
る
と
こ
ろ
径

一
一
た
の
で
一
手
に
大
手
に
貸
付
け
一
旧
刑
務
所
の
正
門
の
保
存
に
つ

総

滋

務

服

部

う

な

こ

と

は

一

切

し

な

い

料

化
を
前
提
と
す
る
同
法
案
め
て
大
で
あ
り
ま
す
。
“
一
お
よ
び
譲
渡
す
る
こ
と
は
し
な
一
い
て
は
十
分
な
配
慮
を
す
る
こ

政
府
が
推
し
進
め
よ
う
と
線
認
識
総

I
I

こ
え

は

廃

案

と

し

、
さ

ら

に

今

日

本

市
に
お
い
て
も
、
主
会
旦
い
考
え
で
あ
り
、
割
合
も
で
き
一と。

川
し
て
い
る
「
行
政
改
革
」

で

経

総

仕

老

人

医

療

費

有

料

ヒ

の
厳
し
い
諸
情
勢
を
発
展
的

場
の
誘
致
を
は
じ
め
と
し
川
一
る
だ
け
県
内
が
多
く
な
る
よ
う
一

O
夜
間
照
明
施
設
の
増
設

τ住
民

生

活

は

も

と

よ

り

、

縫

感

U
を
前
提
と
す
る
老
川
に
切
り
開
き
、
国
民
生
活
に
て
そ
の
目
的
達
成
の
た
め
ん
一
に
努
力
す
る
。
一
を
号
、
ま
た
、
施
設
の
多
白

川

地

方

行

財

政

す

ら

量

状

態

総
銀

総

提

保

健

法

案

の

廃

業

を

活
力
と
展
望
を
与
え
る
た
今
固
ま
で
、

i
z
--西部
福
祉
;
ー
に
一
的
活
用
も
含
め
検
討
し
、
社
会

:

江

口

行

一

九

日

機

感

ぺ

求

め

る

意

見

書

h
f
M
Mト
日

間

以

十

川

い

は

す

重

ね

て

ま

い

山
一

U
7
2
1卜
を
設
置
一
体
育
の
万
全
を
期
す
る
こ
と
。

話

醤

丘

西

宮

高

ヘ

一

主

一

O
下
水
道
事
業
に
限
ら
ず

勺

。

総
一
日
一
越

J

第
九
十
五
臨
時
国
会
で
敏
か
つ
特
段
の
配
慮
を
強
く
要
よ
っ
て
甲
府
市
議
会
は
、
"
一

O
帯
那
地

E
蓄
に
つ
一
公
共
事
業
で
の
営
業
面
へ
の
影

よ
っ
て
甲
府
市
議
会
は
、

総

躍

時

総

包

u
d

続
審
議
と
な
っ
て
い
る
老
人
望
い
た
し
ま
す
。
本
市
を
水
掠
、
陸
上
続
技
、

.
一
い
て
は
、
今
後
、

上
水
の
利
用
一
響
に
対
し
、
希
望
者
に
は
現
行

山

地
方
行
財
政
の
一
層
の
男
総
信

感

H
保
健
法
案
は
、
今
日
我
が
国

第
四
+
一
回
国
民

器

、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
(
九

目
下
、
千
代
田
湖
の
水
の
利
用
な
一
の
各
額
融
資
制
度
の
優
先
貸
付

川
を
図
る
た
め
政
府
に
対
L
、

総

翻

認

怒

r、
の

人

口

年

齢

構

成

か

ら

し

人

制

成

年

男

子

・

女

子

〉

、

-

一

ど

研

究

調

査

を

進

め

対

応

す

一

一す
る
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
一
存
度
理
精
査
を
行
い
、
こ
れ
一
;
の
事
項
に
つ
い
て
強
く
要
経
一

馬

政

て
、
き
わ
め
て
重
な
意
味

体
育
大
会
開
催
に
テ
ニ
ス
、

高

等

学

校

野

了

一

る

。

一

v
利
子
の
軽
減
、
償
還
期
間

総

務

委

員

会

一

申
書
簡
易
水
道
条
例
の
ニ
ら
に
対
す
る
国
の
施
策
の
喜
一
一
望
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
機
幾

百

却

を

も
つ
ま
で
あ
り
、
か
っ
、

関

す

る

決

蜂

号

、

ス
ポ

l
y
芸
術

H

一

次
に
、

z
i
zか一
見
守
優
遇
措
営
検
討
す

一部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
一
を
得
な
が
ら
、
地
権
者
と
一
体
一即

一

国

民

健

康

保

険

療

養

給

，

政

治

に

対

す

る

国

民

か

ら

の

昭

和

六

十

一

年

に

山

梨

県

の

会

場

地

と

し

て

開

催

さ

れ

-
一
ら
出
さ
れ
た
要
望
、
意
見
の
主
一
J

I

1

甲
府
市
市
文
学
校
設
凶
条
例
一い
て
は
当
局
原
案
の
と
お
り
司
一
と
な
り
計
画
的
な
市
街
化
整
備
一
一
付
費
、
児
童
扶
養
手
当
、
答
の
カ

ッ
ト
及
び
削
減
は
期
待
と
信
頼
に
真
に
応
え
る
で
開
催
さ
れ
る
第
四
十
一
回
る
よ
う
要
望
す
る
も
の
で
あ

H

一
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。
一

O
国
の
通
達
で
は
、
大
規

の
一
部
改
正
に
つ
い
て
は
、
委
一
決
す
る
も
の
と
決
し
ま
し
た
一
を
推
し
進
め
る
中
か
ら
住
宅
地
百
特
別
児
童
扶
養
手
当
、
福
し
な
い
こ
と
。
立
掛
か
ら
も
ま
こ
と
に
重
大
国
民
体
育
大
会
は
、
広
く
住
り
ま
す
。

・
一

O
市
民
相
談
室
の
新
設
工
一
俊
校
に
図
書
館
事
務
駿

nZ配

一員
よ
り
符
に
、中
学
校
名
に
つ
下
、
こ
れ
に
関
連
し
て
委
員
か
一
の
確
保
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
一
一
祉
年
金
等
の
国
庫
負
担
の
一
国
の
財
政
基
慣
の
し
わ
な
意
義
を
も
っ
て
い
る
と
考
民
に
ス
ポ
ー
ツ
を
普
及
し
、

回

一

市

民

に

親
し
ま
れ
る

ユ
ニ
ー
ハ
一
置
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

り
一
い
て
は
、
今
日
ま
で
方
位
を
も
て
、
小
規
模
水
道
設
置
後
当
該
一
の
考
え
万
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
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n
u
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z
=
一
な
発
想
で
評
価
で
き
る
が
隣
接
石
川
口
付
ハ
」
守
的
な
働

一
っ
て
学
校
名
と
し
て
き
た
が
、

一地

区

に

お

い

て

、

住

宅

建

設

等

一

一

間

を

行

な

い

多

方

面

か

ら

熱

心

一か
に
さ
れ
ニ
主
£
も
の
は
一
ポ
1
ツ
広
場
と
し
て
国
体
選
手
一
す
る
保
健
指
導
室
も
含
め
た
方
一

;
一

生
徒
数
の
需
品
つ
新
設
中
一新
た
な
開
発
行
為
が
生
じ
た
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一
な
論
議
が
す
れ
ま
し
た
。
一

o
総
工
会
館
の
建
設
一
強
化
の
た
め
に
活
用
し
て
い
く
一
向
で
利
用
を
検
討
す
る
こ
と
。
一

O
浄
化
閣
の
排
水
に
よ
る

よ
一

5
1予定
さ
れ
て
い

一合
の
対
室
長
し
た
の
に
対
一

日

年

度

、

算

を

読

定

一
ま
ず
、
河

口

市

長

は

十

年

目

一

;

県

民

文

化

;

一考

え

で

あ

る

。

一

0
自

治

富

鍛

未

加

入

者

一

同

時

計

五

十

日

リ

一
る
今
日
、
既
設
の
中
学
校
を
も
一し
当
局
か
ら
、
飲
料
水
の
監
同
一

J
-
1
1
J
t
i
J
-
a
4
J

一を
む
か
え
こ
の
間
臓
員
と
一
体
一
婦
人
会
館
、
国
の
厚
生
年
金
会
一

O
動
物
悶
の
移
転
に
っ
と
へ
の
市
発
行
物
の
配
布
の
窪
田
一
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